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今後、愛称を募集予定 



    

（仮称）近木川通信（仮称）近木川通信（仮称）近木川通信（仮称）近木川通信    創刊号創刊号創刊号創刊号    
  

 

平成平成平成平成 24242424 年年年年１０１０１０１０月発行月発行月発行月発行    

 ごあいさつごあいさつごあいさつごあいさつ    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●近木川下流の BOD 値変化（単位 mg/L）● 
BOD とは水質を表す値で、数字が大きいほど水質が悪いことを示しています。 

年度（平成） 5555    6 7 8 9999    10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 

平均値 25252525    25 23 19 21212121    8.6 9.1 9.8 11 8.8 7.8 7.8 7.2 6.3 6.7 5.5 3.9 4.5 

 ※平成 5 年度と 9 年度に、水質が全国ワースト１でした。 

★★★★汽水汽水汽水汽水
き す い

ワンドができるまでワンドができるまでワンドができるまでワンドができるまで★★★★    

・平成・平成・平成・平成 5555、、、、9999 年度年度年度年度    環 境 省環 境 省環 境 省環 境 省
かんきょうしょう

のののの調査調査調査調査
ちょうさ

でででで水質水質水質水質
すいしつ

全国全国全国全国
ぜんこく

ワースト１をワースト１をワースト１をワースト１を記録記録記録記録
き ろ く

    

・平成・平成・平成・平成 11111111 年年年年 3333 月月月月    近近近近
こ

木川木川木川木川
ぎ か わ

河口河口河口河口
か こ う

汽水汽水汽水汽水
き す い

ワンドをつくるワンドをつくるワンドをつくるワンドをつくる会会会会
かい

（（（（貝塚市貝塚市貝塚市貝塚市
か い づ か し

町会町会町会町会
ちょうかい

連合会連合会連合会連合会
れんごうかい

、、、、自然自然自然自然
し ぜ ん

遊学館遊学館遊学館遊学館
ゆうがくかん

、グリーン、グリーン、グリーン、グリーン

カレッジ、カレッジ、カレッジ、カレッジ、近近近近
こ

木木木木
ぎ

っっっっ子子子子
こ

探検隊探検隊探検隊探検隊
たんけんたい

、、、、近近近近
こ

木木木木
ぎ

っ子っ子っ子っ子会議会議会議会議
か い ぎ

））））が「が「が「が「近近近近
こ

木川木川木川木川
ぎ が わ

河口河口河口河口
か こ う

改善改善改善改善
かいぜん

計画計画計画計画
けいかく

9902990299029902（（（（河口河口河口河口
か こ う

いきいきプラン）」をいきいきプラン）」をいきいきプラン）」をいきいきプラン）」を大阪府大阪府大阪府大阪府
お お さ か ふ

知事知事知事知事
ち じ

にににに提 出提 出提 出提 出
ていしゅつ

    

・平成・平成・平成・平成 15151515 年年年年 11111111 月～月～月～月～21212121 年年年年 10101010 月月月月    

                                    近近近近
こ

木川木川木川木川
ぎ が わ

ワークショップワークショップワークショップワークショップ開催開催開催開催
かいさい

    

・平成・平成・平成・平成 15151515 年度年度年度年度        模型模型模型模型
も け い

実験実験実験実験
じっけん

実施実施実施実施
じ っ し

（（（（京都京都京都京都
きょうと

大学大学大学大学
だいがく

防災防災防災防災
ぼうさい

研究所研究所研究所研究所
けんきゅうしょ

宇治川宇治川宇治川宇治川
う じ か わ

オープンラボラトリー）オープンラボラトリー）オープンラボラトリー）オープンラボラトリー）    

・平成・平成・平成・平成 16161616 年度年度年度年度        工事工事工事工事
こ う じ

着 手着 手着 手着 手
ちゃくしゅ

    

・平成・平成・平成・平成 24242424 年５月年５月年５月年５月    矢板矢板矢板矢板
や い た

がががが撤去撤去撤去撤去
てっきょ

され、され、され、され、汽水汽水汽水汽水
き す い

ワンドがワンドがワンドがワンドが近近近近
こ

木川木川木川木川
ぎ が わ

ととととつなつなつなつながるがるがるがる    

近近近近
こ

木川木川木川木川
ぎ が わ

は、は、は、は、平成平成平成平成
へいせい

５５５５年度年度年度年度
ね ん ど

と９と９と９と９年度年度年度年度
ね ん ど

にににに 環 境 省環 境 省環 境 省環 境 省
かんきょうしょう

のののの調査調査調査調査
ちょうさ

でででで水質水質水質水質
すいしつ

全国全国全国全国
ぜんこく

ワースト１になりました。それをワースト１になりました。それをワースト１になりました。それをワースト１になりました。それを    

きっかけに、きっかけに、きっかけに、きっかけに、流 域流 域流 域流 域
りゅういき

のののの貝塚貝塚貝塚貝塚
かいづか

市民市民市民市民
し み ん

のののの皆皆皆皆
みな

さんさんさんさんがががが清掃清掃清掃清掃
せいそう

活動活動活動活動
かつどう

などの「などの「などの「などの「川川川川
かわ

づくり」にづくり」にづくり」にづくり」に積 極 的積 極 的積 極 的積 極 的
せっきょくてき

にににに取取取取
と

りりりり組組組組
く

んでこんでこんでこんでこ

られました。られました。られました。られました。    

そんなそんなそんなそんな地域地域地域地域
ち い き

のののの皆皆皆皆
みな

さまからのさまからのさまからのさまからの提案提案提案提案
ていあん

をををを受受受受
う

け、け、け、け、整備整備整備整備
せ い び

をををを進進進進
すす

めてきためてきためてきためてきた近近近近
こ

木川木川木川木川
ぎ が わ

の「の「の「の「汽水汽水汽水汽水
き す い

ワンド」のワンド」のワンド」のワンド」の工事工事工事工事
こ う じ

が、が、が、が、

今年今年今年今年
こ と し

１１１１１１１１月月月月
がつ

にににに完完完完
かん

了了了了
りょう

します。します。します。します。    

これからしばらくは「これからしばらくは「これからしばらくは「これからしばらくは「川川川川
かわ

にににに川川川川
かわ

をつくってもらうをつくってもらうをつくってもらうをつくってもらう期間期間期間期間
き か ん

」で、」で、」で、」で、川川川川
かわ

のののの流流流流
なが

れとれとれとれと潮潮潮潮
しお

のののの満満満満
み

ちちちち引引引引
ひ

きにより、きにより、きにより、きにより、        

「「「「汽水汽水汽水汽水
き す い

ワンド」のワンド」のワンド」のワンド」の中中中中
なか

にににに砂砂砂砂
すな

がたまり、がたまり、がたまり、がたまり、少少少少
すこ

しずつしずつしずつしずつ自然自然自然自然
し ぜ ん

にににに干潟干潟干潟干潟
ひ が た

がががが作作作作
つく

られるのをられるのをられるのをられるのを待待待待
ま

ちます。このちます。このちます。このちます。このため、ため、ため、ため、        

「「「「遊遊遊遊
あそ

びのびのびのびの場場場場
ば

」として、また「」として、また「」として、また「」として、また「憩憩憩憩
いこ

いのいのいのいの場場場場
ば

」として」として」として」として親親親親
した

しんでいただけるまでにはしんでいただけるまでにはしんでいただけるまでにはしんでいただけるまでには少少少少
すこ

しししし
し

時時時時
じ

間間間間
かん

がかかりまがかかりまがかかりまがかかりま

す。す。す。す。    

それまでのそれまでのそれまでのそれまでの 間間間間
あいだ

、まず「、まず「、まず「、まず「汽水汽水汽水汽水
き す い

ワンド」のことやワンド」のことやワンド」のことやワンド」のことや近近近近
こ

木木木木
ぎ

川川川川
がわ

流流流流
りゅう

域域域域
いき

全全全全
ぜん

体体体体
たい

でのでのでのでの色色色色
いろ

々々々々
いろ

なななな川川川川
かわ

づくりへのづくりへのづくりへのづくりへの取取取取
とり

組組組組
く

みみみみ

についてについてについてについて知知知知
し

ってもらえるよう、『ってもらえるよう、『ってもらえるよう、『ってもらえるよう、『近近近近
こ

木川木川木川木川
ぎ が わ

通信通信通信通信
つうしん

』を』を』を』を定期的定期的定期的定期的
て い き て き

にににに発行発行発行発行
はっこう

ししししていきたいとていきたいとていきたいとていきたいと 考考考考
かんが

えていますので、えていますので、えていますので、えていますので、

皆皆皆皆
みな

さんのさんのさんのさんのごごごご 協協協協
きょう

力力力力
りょく

ををををおおおお願願願願
ねが

いします。いします。いします。いします。    



 汽水汽水汽水汽水
き す い

ワンドのいまワンドのいまワンドのいまワンドのいま    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今年
こ と し

５月に近
こ

木川
ぎ か わ

と汽水
き す い

ワンドを仕
し

切
き

って

いた板
いた

が外
はず

されました。これから汽
き

水
すい

ワン

ドの中
なか

に砂
すな

が流
なが

れ込
こ

んで、少
すこ

しずつたまっ

ていっていきます！ 

これまでは、近
こ

木川
ぎ が わ

の水辺
み ず べ

に安全
あんぜん

に 

近
ちか

づける場
ば

所
しょ

がありませんでしたが、

汽水
き す い

ワンドでは階段
かいだん

や手
て

すりなどが

設置
せ っ ち

され、水面
すいめん

近
ちか

くまで行
い

くことがで

き、カニや 魚
さかな

などの生
い

き物
もの

も観察
かんさつ

で

きます！！ 

ハクセンシオマネキハクセンシオマネキハクセンシオマネキハクセンシオマネキ    



 地域地域地域地域
ち い き

のののの皆皆皆皆
みな

さまとさまとさまとさまと意見意見意見意見
い け ん

交換交換交換交換
こうかん

をををを 行行行行
おこな

っていますっていますっていますっています    
 

近
こ

木川
ぎ が わ

「汽水
き す い

ワンド」を地域
ち い き

の皆
みな

さまと一緒
いっしょ

に運営
うんえい

していくことができるように、基本
き ほ ん

認識
にんしき

を共 有
きょうゆう

し、「汽水
き す い

ワンド」の形成
けいせい

と運営
うんえい

について、様々
さまざま

な視点
し て ん

から意見
い け ん

を交換
こうかん

し、検討
けんとう

する

ことを目的
もくてき

として、意見
い け ん

交換
こうかん

を 行
おこな

っています。 

この意見
い け ん

交換
こうかん

には地元
じ も と

自治会
じ ち か い

の代 表 者
だいひょうしゃ

や学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

、市民
し み ん

団体
だんたい

、学校
がっこう

関係者
かんけいしゃ

、貝塚市
か い づ か し

、  

大阪府
お お さ か ふ

が参画
さんかく

して、「汽水
き す い

ワンド」が子
こ

ども達
たち

の「遊
あそ

びの場
ば

」や地
ち

域
いき

の皆
みな

さ
さ

ん
ん

の「憩
いこ

いの場
ば

」

などとして活用
かつよう

されるために、「今
いま

何
なに

ができるのか、今
いま

何
なに

をすべきか」をしっかりと議論
ぎ ろ ん

し、

「できることから具体化
ぐ た い か

」していくこととしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 皆皆皆皆
みな

さまからのさまからのさまからのさまからの 情情情情
じょう

報報報報
ほう

提提提提
てい

供供供供
きょう

ををををおおおお待待待待
ま

ちしていますちしていますちしていますちしています    
 

近
こ

木川
ぎ が わ

の魅力
みりょく

を地域
ち い き

の皆
みな

さまと再確認
さいかくにん

し、共 有
きょうゆう

できるよう、近
こ

木川
ぎ が わ

の写真
しゃしん

や想
おも

い出
で

、最近
さいきん

発見
はっけん

したことなど、『近
こ

木川
ぎ が わ

通信
つうしん

』づくりに活用
かつよう

させていただける 情
じょう

報
ほう

の提
てい

供
きょう

をお待
ま

ちし

ています。次号
じ ご う

は、平成
へいせい

24年
ねん

冬
ふゆ

に発行
はっこう

予定
よ て い

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[[[[近近近近
こ

木川木川木川木川
ぎ が わ

のののの豆豆豆豆
まめ

知識知識知識知識
ち し き

]]]]     

    汽水汽水汽水汽水
き す い

ワンドとは？ワンドとは？ワンドとは？ワンドとは？    

ワンドとは「湾処」と書
か

き、入
い

り江
え

や川
かわ

のよどみ、 

水
みず

たまりを意味
い み

します。 

川
かわ

の本 流
ほんりゅう

とつながっていますが、水
みず

の流
なが

れを 

コントロールする施設
し せ つ

等
とう

に囲
かこ

まれて池
いけ

のように 

なっている場所
ば し ょ

のことで、植 物
しょくぶつ

や 魚
さかな

、貝
かい

などの 

安定
あんてい

した生息
せいそく

の場
ば

となります。 

汽水
き す い

とは、川
かわ

の水
みず

(淡水
たんすい

)と海水
かいすい

が入
い

り混
ま

じる水域
すいいき

を 

意味
い み

します。 

汽水
き す い

ワンドとは、さまざまな動 植 物
どうしょくぶつ

のすみ家
か

となる 

淡
たん

水
すい

と海
かい

水
すい

が入
い

り混
ま

じった川
かわ

沿
ぞ

いの水
みず

たまりのことです。 

[[[[近木川近木川近木川近木川汽水ワンド形成汽水ワンド形成汽水ワンド形成汽水ワンド形成のののの基本認識基本認識基本認識基本認識]]]]    

（１）背景（１）背景（１）背景（１）背景    

近木川は、山間部では豊かな自然が残されているが、河口部では市街化が進み、環境省の

調査で平成 5 年と 9年には水質ワースト１を記録した。 

このような状況を打開しようと、流域において、地域住民や団体（近木川市民フォーラム・

花いっぱい運動・近木っ子探検隊・近木っ子会議）等の水質改善に向けた取組みが活発にな

り、平成 11 年 3月には、（仮称）近木川河口汽水ワンドをつくる会（貝塚市町会連合会・貝

塚市立自然遊学館・グリーンカレッジ・近木っ子探検隊・近木っ子会議）から「近木川河口

改善計画 9902(河口いきいきプラン)」の提案等があった。 

このような地域の積極的な働きかけを受けて、自然再生事業として、平成 15 年度から近木

川の河口部における干潟の再生・ワンド整備などの施設整備が具体化した。 

 

（２）目的（２）目的（２）目的（２）目的    

    上流部の渓流から河口部の干潟まで、近木川には豊かな自然が残されており、多くの地域

住民や団体が親しみを持ち、清掃活動などに取り組んでいる。 

このような流域全体を通した豊かな川づくりに向けた拠点の１つとして、河口部において、

「貴重な生態系を保全」するとともに、「環境教育の場」として、また二色浜公園と一体とな

った地域の人々の生活空間の中での「憩いの場」、子どもの人間形成にもつながる「遊びの場」

として活用できるよう、近木川の河口干潟を再生することを目的とする。 


